
自衛官候補生15名が入隊自衛官候補生15名が入隊

令和４年度自衛官候補生入隊式令和４年度自衛官候補生入隊式
・関連記事３面・関連記事３面

今年度最初の射撃野営今年度最初の射撃野営

令和４年度第１次連隊射撃野営令和４年度第１次連隊射撃野営
・関連記事４面・関連記事４面

・関連記事　２面・関連記事　２面

我らの道場をしっかり整備我らの道場をしっかり整備

令和４年度春季岩手山演習場整備令和４年度春季岩手山演習場整備
・関連記事５面・関連記事５面

弘前駐屯地　自候生特集弘前駐屯地　自候生特集

・関連記事　６面・関連記事　６面

桜満開の弘前駐屯地創立54周年桜満開の弘前駐屯地創立54周年
記念日行事記念日行事

― 業務予定 ―

●弘前ねぷたまつり

●忠霊塔清掃ボランティア

●新隊員教育隊　射撃

発　　行

弘前市防衛協会

事務局：弘前商工会議所内
住所 弘前市上鞘師町18-1

電話 33－４１１１㈹

印 刷 　 小 野 印 刷
弘前市富田町52
電話 32－７４７１
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第３中隊による訓練展示①

弘前駐屯地創立54周年記念日行事弘前駐屯地創立54周年記念日行事弘前駐屯地創立54周年記念日行事
桜満開の桜満開の桜満開の

野外コンサートの様子 ちびっこ広場も大人気 駐屯地防衛館の様子

受付の際、検温と消毒を実施 天内司令式辞 大型雪上車体験試乗の様子

第９偵察隊・情報小隊によるオートバイドリル

第３中隊による訓練展示②

　
弘
前
駐
屯
地
（
司
令
・
天
内
一

佐
）
は
、
駐
屯
地
創
立
五
十
四
周
年

記
念
日
行
事
を
挙
行
し
た
。

　
記
念
日
当
日
は
絶
好
の
記
念
日
日

和
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
渦
と
い
う
状
況

の
中
、
感
染
防
止
対
策
を
万
全
に
実

施
。
桜
が
満
開
の
中
、
今
年
の
駐
屯

地
記
念
日
は
、
招
待
者
等
、
県
内
外

者
合
わ
せ
て
約
千
四
百
名
が
駐
屯
地

を
訪
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
観
閲
部
隊
指
揮

官
・
第
九
偵
察
隊
長
・
白
﨑
二
佐
の

指
揮
す
る
約
三
百
五
十
名
の
隊
員
と

共
に
、
天
内
司
令
は
「
郷
土
『
津

軽
』
一
帯
を
担
任
す
る
弘
前
駐
屯
地

の
存
在
意
義
を
今
一
度
噛
み
し
め
、

地
域
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。『
健
全
』、『
精
強
』、
そ
し
て

『
郷
土
愛
』
は
、
弘
前
駐
屯
地
の
誓

い
で
あ
る
。」
と
隊
員
に
式
辞
を
述

べ
、
続
い
て
ご
来
場
の
皆
様
に
正
対

し
、「
弘
前
駐
屯
地
は
こ
れ
か
ら
も

郷
土
に
思
い
を
馳
せ
、
任
務
に
邁
進

し
ま
す
。
弘
前
駐
屯
地
に
対
し
ま
し

て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
声
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
式
辞
し
た
。
次
に
、
櫻

田
宏
弘
前
市
長
、
滝
沢
求
参
議
院
議

員
、
田
名
部
匡
代
参
議
院
議
員
が
来

賓
祝
辞
を
述
べ
た
。
次
い
で
、
第
九

音
楽
隊
の
演
奏
の
中
、
観
閲
行
進
を

実
施
。
隊
員
約
三
百
五
十
名
、
車
両

三
十
三
両
、
航
空
機
一
機
の
堂
々
た

る
行
進
に
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
記
念
式
典
の
後
、
第
九
音
楽
隊
に

よ
る
美
し
い
演
奏
、
第
九
偵
察
隊
・

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中

隊
情
報
小
隊
に
よ
る
華
麗
な
オ
ー
ト

バ
イ
ド
リ
ル
、
第
三
中
隊
を
基
幹
と

し
た
増
強
部
隊
に
よ
る
迫
力
満
点
の

訓
練
展
示
が
行
わ
れ
、
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
た
戦
闘
シ
ー
ン
、
火
砲

の
空
包
射
撃
に
歓
声
が
沸
き
あ
が
っ

た
。

　
こ
の
他
に
も
大
型
雪
上
車
・
高
機

動
車
の
体
験
試
乗
、
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
、
チ
ビ
ッ
子
広
場
、
装
備
品
展
示

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
駐

屯
地
を
訪
れ
た
多
く
の
お
客
様
と
信

頼
・
理
解
を
深
め
る
記
念
行
事
と

な
っ
た
。
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記念撮影 御家族と会食する自候生 教育隊長から御家族への説明

身辺整理をする入隊予定者 代表して申告を行う室谷自候生 式辞を述べる天内連隊長

自衛官候補生15名が入隊自衛官候補生15名が入隊
令和４年度自衛官候補生入隊式

希望を胸に無事着隊

力強く宣誓を行う丸山自候生厳粛な中行われた成人式

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
天
内
一
佐
）
は
、
駐
屯
地
体

育
館
に
お
い
て
自
衛
官
候
補
生
十

五
名
の
入
隊
式
を
行
っ
た
。

　
式
は
、
御
家
族
、
ご
来
賓
及
び

先
輩
隊
員
ら
が
参
列
す
る
中
、
候

補
生
を
代
表
し
て
室
谷
篤
史
自
候

生
が
申
告
を
行
い
、
丸
山
耕
生
自

候
生
が
「
自
衛
官
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
の
修
得
に
励
む
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣

誓
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
天
内
連
隊
長
は

「
目
標
を
も
っ
て
全
力
で
取
り
組

め
」「
同
期
生
と
の
絆
を
深
め
よ
」

「
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
」
の
三
点
を
要
望
事
項
と
し
、

「
三
ヶ
月
後
、
参
列
し
た
先
輩
隊

員
と
肩
を
並
べ
る
く
ら
い
立
派
に

成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

と
式
辞
し
、
こ
の
後
、
鎌
田
雅
人

弘
前
副
市
長
、
山
田
年
伸
大
鰐
町

長
、
工
藤
武
重
防
衛
協
会
津
軽
地

区
連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
の
祝
辞

を
頂
い
た
。

　
式
に
参
列
し
た
ご
家
族
等
は
約

十
日
ぶ
り
に
み
る
自
候
生
の
決
意

を
秘
め
た
眼
差
し
と
、
凛
々
し
い

制
服
姿
に
目
を
細
め
て
い
た
。

8,000

国土交通大臣免許（1）9399号
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06式小銃てき弾射撃の様子 狙撃銃の射撃 小型指向性散弾を設置する隊員

個人携帯対戦車弾発射 01式軽対戦車誘導弾の射撃 重機関銃の射撃

今年度最初の連隊射撃野営！！
令和４年度連隊第１次射撃野営

重迫撃砲中隊夜間射撃の様子

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長
・
天
内
一
佐
）
は
、
令
和

四
年
度
連
隊
第
一
次
射
撃
野
営

訓
練
を
岩
手
山
演
習
場
に
て
実

施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
射
撃
・
爆
破
練

度
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
。
実
施
し

た
課
目
は
狙
撃
銃
、
１
２
・
７

ｍ
ｍ
重
機
関
銃
、
個
人
携
帯
対

戦
車
弾
、
０
６
式
小
銃
て
き

弾
、
０
１
式
軽
対
戦
車
誘
導

弾
、
８
１
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
及
び
１

２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
、
７
０
式
地

雷
原
爆
破
装
置
、
指
向
性
散
弾

で
あ
る
。

　
当
日
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
天

候
の
中
、
隊
員
は
各
種
射
撃
・

爆
破
訓
練
に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
連
隊
は
今
後
の
訓
練

に
向
け
、
引
き
続
き
射
撃
練
度

の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
く
。

弘前自衛隊指定店
割引特典あり

●深視力検査器完備
●充電式補聴器も試聴可
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我らの道場をしっかり整備我らの道場をしっかり整備我らの道場をしっかり整備
令和４年度春季岩手山演習場整備令和４年度春季岩手山演習場整備令和４年度春季岩手山演習場整備

ドーザーで残雪を排除する様子

分隊員に安全距離を取る様指導する分隊長 野外炊事の様子

チェーンソーで太い木を伐採

天内連隊長の点検の様子

４科による器材の安全教育

幹線道路の整備

　
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
天
内
一
佐
）

は
、
令
和
四
年
度
春
季
岩
手
山
演
習
場
整
備
を
実
施
し

た
。

　
今
年
度
の
春
季
岩
手
山
演
習
場
整
備
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
中
で
の
演

習
場
整
備
と
な
っ
た
が
、
各
隊
員
は
し
っ
か
り
と
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
作
業
に
あ

た
っ
た
。

　
整
備
期
間
中
は
、
比
較
的
天
候
も
良
く
絶
好
の
整
備

日
和
と
な
っ
た
。
各
隊
員
は
、
連
隊
第
四
科
に
よ
る
器

材
取
り
扱
い
要
領
及
び
安
全
教
育
実
施
の
後
、
今
後
自

分
達
が
訓
練
な
ど
で
使
用
す
る
道
場
を
整
備
し
た
。
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体力検定

駐屯地司令も援農に参加

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

弘
前
駐
屯
地

　自
候
生
特
集
!!

執銃時の動作 10キロ行進

各個の戦闘訓練 射撃検定 25キロ行進

催涙ガス体験 修了式 記念写真

一つ一つ丁寧に摘花する隊員

地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
る

地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
る

曹
友
会
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

曹
友
会
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
年
退
官
者
の
紹
介
（
四
月
〜
六
月
）

定
年
退
官
者
の
紹
介
（
四
月
〜
六
月
）

永
年
の
勤
務
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

永
年
の
勤
務
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
弘
前
駐
屯
地
曹
友
会
（
曹
友
会

長
・
村
上
曹
長
）
は
、
駐
屯
地
周

辺
の
り
ん
ご
園
で
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

弘
前
駐
屯
地
が
開
庁
し
た
翌
年
の

一
九
六
九
年
か
ら
、
平
素
よ
り
駐

屯
地
周
辺
地
域
を
持
続
走
、
行
進

訓
練
並
び
に
ス
キ
ー
訓
練
等
の

コ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
農
家
の
方
々
に
対

し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
り
ん
ご
栽

培
の
摘
花
作
業
を
通
じ
て
地
域
住

民
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
今
年
度
は
、
駐
屯
地
隊
員

延
べ
百
二
十
六
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
、
十
軒
の
農
家
の

方
々
の
も
と
で
り
ん
ご
の
摘
花
作

業
を
実
施
し
た
。

　
隊
員
達
は
、
時
折
照
り
つ
け
る

日
差
し
の
も
と
で
農
家
の
方
々
か

ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
慎
重

に
、
黙
々
と
摘
花
作
業
に
励
ん

だ
。
ま
た
、
休
憩
・
昼
食
時
に
は

農
家
の
方
々
の
苦
労
話
や
り
ん
ご

の
話
題
・
自
衛
隊
の
話
題
な
ど
を

通
じ
て
互
い
に
交
流
を
深
め
て
い

た
。
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
駐

屯
地
司
令
、
業
務
隊
長
、
第
九
偵

察
隊
長
、
駐
屯
地
最
先
任
上
級
曹

長
、
第
三
十
九
普
通
科
連
隊
副
連

隊
長
、
重
迫
撃
砲
中
隊
長
、
偵
察

直
接
支
援
中
隊
長
も
参
加
し
、
駐

屯
地
の
伝
統
を
体
験
し
た
。

■
本
部
管
理
中
隊

　
三
等
陸
尉

　
長
浜

　
聡

　
准

陸

尉
　
花
田

　
克
幸

■
第
一
中
隊

　
准

陸

尉
　
成
田

　
浩
一

　
准

陸

尉
　
小
笠
原

　
悟

　
陸

曹

長
　
佐
藤

　
正
二

　
陸

曹

長
　
佐
藤

　
克
信

■
第
二
中
隊

　
准

陸

尉
　
佐
々
木
順
範

　
准

陸

尉
　
黒
瀧

　
一
章

■
第
九
偵
察
隊

　
陸

曹

長
　
木
村

　
正
人

■
第
三
普
通
科

　
直
接
支
援
中
隊

　
准

陸

尉
　
斎
藤

　
一
志

　
准

陸

尉
　
千
葉

　
一
美

■
弘
前
駐
屯
地
業
務
隊

　
三
等
陸
尉

　
齋
藤

　
正
樹

令和４年７月７日� 第　257　号（6）弘 前 駐 屯 地 広 報 紙


